
Grape
Core MRX

自然由来商品 ウイルス空間除菌不活性剤



Grape core MRX とは

• グレープフルーツの種子のみから抽出されたエキス(GSE)に深海のバイオエキス（古代酵素MRX）
を混ぜた、完全な天然成分の除菌抗菌剤です。残留農薬（塩化ベンゼトニウム：BZT-C1、塩化ベ
ンザルコニウム：BZK-C1）、防腐剤（トリクロサン、メチルパラベン）など検出されていません。

• 細菌やウイルス、カビなどの真菌類まで対応します。

• ウィルスはDNAとRNAのどちらも不活性化します。

• インフルエンザウィルスの不活性化率は30秒後に99.8%、30分後でも99.98%以上を示し、その効
果が持続します。

• 成分はGSE（グレープフルーツ種子抽出液）と古代酵素MRX（深海のバイオエキス）のみです。

• 1.3BG不使用、合成抗菌剤・抗生物質・アルコールを一切含まない

• GSE及び古代酵素水は100%天然エキスで食品衛生法の食品添加物製剤として安全です。

• ベースに古代酵素水を使うことでGSEの活性安定ができる

• クラスターの小さい水（水道水の半分）は菌、ウィルスの吸着を促進する

• 古代酵素水に含まれるバランスの良い各種ミネラルは還元力があり菌、ウィルスを長時間固定化す
ることが出来る



GSE（グレープフルーツ種子抽出物）とは

• グレープフルーツ種子から袖出されたポリフェノール（脂肪酸フラボノイ
ド）を主成分とする天然除菌抗菌剤。

• 脂肪酸フラボノイドは天然の抗生物質といわれるほど抗菌力が非常に高く、
更に抗ウイルス作用等があります。

• 抗酸化作用もあるので防錆効果もあります。

• 浸透圧により細菌、カビ類、ウイルス類の活性を妨げ、有効成分が長く抗
菌します。

• 抗菌作用においては、アメリカの多くの都市の医師や海外でも支持されて
いる。GSEは多くの医者やクリニック、獣医、それから一般家庭において
も世界中で問題なく使われている。

• GSEは１９７６年に発見され、農業分野、化粧品分野、医療分野で幅広く
使用されている成分です。



Grape core MRX の抗ウイルス効果のメカニズム

ウイルスは、DNA あるいはRNA を包むエンベロープとエンベロープ
から突起したスパイク部分を持つ構造をしています。 ワクチンや抗
生物質は、特定のスパイクの特性に対して攻撃する医薬品です。スパ
イクの特性が変わると効果は出ません。

しかし、Grape core MRXはスパイクの特性に影響される事なくすべ
てのウイルスに対して抗ウイルス効果を発揮する事が出来ます。
Grape core MRXは、ウイルスのエンベロープに付着し、エンベロー
プを構成している蛋白皮膜に対して浸透圧差でエンベロープ内の水分
を吸い出し、蛋白皮膜を破壊します。もちろんウイルスに限らずバク
テリアやカビ類の細胞膜も同様の原理で破壊します



抗菌実験：Grape core MRXと他社製品比較



インフルエンザ不活性化試験結果 東京農工大学獣医衛生学研究室

北里大学医療衛生学部



インフルエンザ不活性化試験結果 東京農工大学獣医衛生学研究室
北里大学医療衛生学部



コロナウィルス不活性化試験結果

試験期間：一般財団法人北里環境科学センター、フマキラー

試験内容：ネコ腸コロナウィルスに対する不活性化効果

試験法 ：TCID50法

試験方法概要：

＜供試ウィルス＞

ネコ腸コロナウィルス(Feline enteric coronavirus,WSU 79-1683株)

＜方法＞

①試験品0.9mlにウィルス液0.1mlを混合し、10秒作用させた。

②作用後、混合液から0.1ml採取し、培地で100倍程度に希釈して作用を停止させた。

③②の液を感染価測定用試験の原液としてTCID50法で感染価を測定した。

対照（ブランク）の初期感染価は1.1×105TCID50/mlであった。

試験品 感染価(TCID50/ml)          減少率

アルコールタイプ ＜1.3×10 99.9%以上

GSEタイプ ＜1.3×10                     99.9%以上



古代酵素水（深海のバイオエキス）とは
100% 天然エキス



古代酵素成分



殺菌効果等試験結果 菌の減少率（％）



古代酵素による水のクラスター化



古代酵素水と海洋深層水の比較



酵素水の配合効果と希釈方法

GSEに古代酵素水を配合することによってウィルスの吸着を促進し還元力を高めウィルスを長時間固定化する
それにより濃縮エキスの融合（GSE＋古代酵素水）は加湿器、アロマデュフーザーに添加しても十分に効果を発揮する
ことができる 

Grape core MRX 濃縮原液 Bottle 20ml希釈方法 

  加湿器＆アロマデュフーザー          スプレーボトル 

 

 

 

                                  

  

   水 500mlに原液を 2滴混ぜる        水 500mlに原液を 20滴混ぜる 

24時間連続稼働で４週間の使用が可能         スプレーボトル 20本分の使用が可能 

                               



使用方法と用途



自然浄化復元・支援プラント
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